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四国森林管理局

「後世に伝えるべき治山」の選定について

本日、林野庁において「後世に伝えるべき治山」として、全国で６０箇所の

治山施設等が公表され、四国森林管理局管内からは、徳島県三好市の「大規模

地すべりから地域を保全した平谷地すべり防止事業」と高知県室戸市の「大規

模崩壊地（加奈木谷のつえ）の復旧により地域を保全した大道南山復旧治山事

業」が選定されました。

林野庁の「後世に伝えるべき治山」は、治山事業を実施して１００年が経過

したことを機に、緑がよみがえり国土の保全に寄与した治山事業地を「後世に

伝えるべき治山～よみがえる緑～」に選定し、事業の重要性や必要性をアピー

ルするため、５月から選定委員会を開催し、この度、林野庁において公表され

たものです。

四国森林管理局としても、地域住民に安心・安全を与え、地域環境の保全に

資するこれら治山施設等を後世に伝えていくため、関係市町村と連携を図りつ

つ、ＰＲに努めてまいります。

別紙１，２が選定委員会に推薦した内容です。
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